
「秋徳小・中学校の文化財伝承活動の取組」
１ 学校名

瀬戸内町立秋徳小・中学校

２ 学年・人数

小学生２人（２年１人，５年１人）

中学生８人（１年３人，２年２人，３年３人） 計10人

３ 日時・場所

（１）練習の日時・場所

① ４～10月の間，月２～３回程度，学習発表会と子ども島口伝統芸能大会に向け

て，総合的な学習の時間に島口・島唄・八月踊りの練習をしている。

② ①の行事等に向けて，適時，小中学校合同音楽の時間も設けて練習している。

③ 地域行事での発表の前に，１～２回，子ども会として秋徳公民館に集まり，選

曲の理由，歌詞の大意を含めて発表に向けた練習を行う。

④ 旧暦の地域行事に合わせ，各集落の公民館前土俵周りで八月踊りに参加してい

る。

⑤ 学校では，朝のボランティア活動時に島唄ＣＤを聞いている。

（２）発表の日時・場所

４月24日（日）ＰＴＡ歓迎会 （秋徳公民館）

９月13日（日）秋季大運動会 （秋徳小・中学校校庭）

９月１日（木）アラセツ【旧暦行事】 （秋徳野見山公民館）

９月６日（火）シバサシ【旧暦行事】 （秋徳野見山公民館）

９月11日（日）秋徳・佐知克豊年祭・敬老会（秋徳佐知克公民館）

10月29日（土）子ども島口伝統芸能大会 （古仁屋小体育館）

10月30日（日）学習発表会 （秋徳小・中学校体育館）

３月 ＰＴＡ送別会 （秋徳公民館）

４ 伝承活動に取り組んでいる郷土芸能，伝統行事について

（１）名称

島唄（しまうた）・三味線（しゃみせん）・八月踊り（はちがつおどり）

（２）由来

旧暦８月15日に，各家々が収穫した米や海の幸・山の幸を寄合所（公民館）に持

ち寄り，今年の豊作を感謝して唄や踊りを楽しんだのが豊年祭。一年中働いている

島民にとって年に一度の楽しい日であり，ご馳走が並ぶ日だったという。最近では

73歳以上の方の長寿を祝う敬老会を兼ね，土日に行われている。青年団の相撲，婦

人会の踊り，そして子ども会の島唄・三味線が，高齢者を喜ばせている。豊年祭の

最後は，参加者全員が土俵周りで踊る八月踊りで締めくくられる。

（３）構成等

① 島唄

唄う人と，三味線を弾きながら合いの手を入れる人に分かれて唄う。チヂンと

いう打楽器が入ることもある。本校では，この地域に長くいる子どもが三味線を，

転入生が唄を，島口で唄うことが難しい子どもはチヂンを担当している。



② 八月踊り

八月踊りは，高齢者の唄と青年団が打ち鳴らすチヂンに合わせ，輪になって踊る

踊りである。元来は男女が即興で歌詞を作って唄う掛け合いであったが，現在は，

よく唄われる歌詞さえも，唄える方が激減している。

５ 保存会や地域との連携の具体

本校は，極小規模校で地元の子どもと教職員やＵターン者の子どもという構成であ

るため，継続的・計画的に伝承活動を続けることが難しい実態がある。また，地元の

教職員が少ない中での指導は非常に難しい。そこで，保護者や地元の高齢者に歌詞の

意味を教えていただいたり，一節ずつ唄っていただいたりして指導を受けている。

学校行事として発表する機会は，運動会と学習発表会の２回であるが，祭事や地域

行事，ＰＴＡ歓迎・送別会等に招待され，島唄を披露する場が多い。高齢者が手拍子

をしたり，一緒に口ずさんだり，涙ぐんだりする姿を見るうちに，いつも我が子のよ

うに接してくださる地域の方に，最も喜んでいただけるのは島唄なのだという気持ち

が，子どもたちの心に根付いていくようである。

６ 文化財伝承活動への取組の工夫点

（１）練習環境の設定

幼い頃から島唄に慣れ親しんでいるわけではない子どもたちには，島唄への耳慣

れが必要である。そこで学校では，３年前から，朝のボランティア活動の時間に島

唄ＣＤを流している。また，朝の会で１曲の島唄を１ケ月間唄って，自然と口ずさ

めるようになることを目指している。

（２）楽器の確保

教材備品として学校にある三味線だけでは，全員で練習するには足りなかった。

一昨年子ども会長が申し込んだニッセイ財団の事業を活用し，三味線が４棹とチヂ

ン２つ及び集落公民館で披露するときのために，マイクとマイクスタンドも４組い

ただき，より鮮明に子どもたちの歌声が届くようになった。

（３）全員での発表

地元の子どもたちだけで参加していた地域行事に，児童生徒全員で参加できるよ

うに働きかけた。披露する曲の歌詞カードを学校で作り，当日にしていた練習を事

前にするようにしてもらった。全員で参加するようになってから，日々の練習が，

次回披露することを意識した練習に変わり，より熱心に島唄を覚えるようになった。

７ 取組の様子

ＰＴＡ歓迎会での島唄披露 秋季大運動会での八月踊り


